


6 L 7 1形 直流増幅器
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取扱上の注意事項

本器を使用するにあ たって下記の点について特にご注意 ください。

1. 過大な入力電圧（同相、 逆相共に）を印加しないでください。

仕様には余裕をとってあり、 また信号源、 増幅回路の保護には充分な配慮がなされてい

ますが、 過大電圧印加は部品の焼損をきたす場合があります。

2. 入出力の接続はS/N比の良い測定をする ため、 3-2-2 項及び 3-3-2 項を参照

して行な ってください。

3. 本器の電源はAClOOV です。

AC90~llOV の範囲内で使用し てください。

4. 直射日光下、 または著しく高温な場所での使用あるいは保存を避けてください。

5. 強力な電磁界中での使用は避けてください。

6. 本器上面の通気穴から金属くず等の入らぬよう注意してください。
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1. は じ め に

本器は微少電圧を高い精度で増幅するために設計され、同相耐圧 300Vのフロー ティング入

力直流増幅器であります。

本器は下記のような点を考慮し設計されておりますので、 非常に多くの用途に使用できます。

。高利得、 高利得精度、 高安定度、低雑音なので微少な電圧を正確に測定できます。

・入力回路がパッシングガ ー ド法による完全フ ロ ー テ ィング入力で、 耐圧も300Vと高く、 同相

分弁別比も高 くなっています。

• 1ュニット毎に電源を内蔵していますので、他の機器との組合せが簡単です。

・出カインピ ー ダンスが低く 、 大振幅の電力増幅器を内蔵してい るので種々の負荷（電磁オッシ

ログラフ 、 デ ー タレコ ー ダ ー 、各種のデ ー ター 処理装置、増幅器付インク書レコ ー ダ ー 、 ブラ

ウン管オッシロスコ ー プ、 自動平衡形記録器、 電圧計等）に接続できます。

・チャンネル数の組合せが簡単で、当社工業計測用「6 L 、ンリ ー ズ」と形状寸法が同じために、

これらとの組合せが簡単にできます。

・出力部にロ ー パスフィルタ ー (4段切換）を内蔵しておりますので不要な 高域をカットでき、

測定に便利になっております。
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2. 仕 様

2- 1 素 子 数

2 -2 入 力

2-3 利 得

2-4 直 線 性

2-5 周 波 数特 性

2-6 出 カフィ ルタ

2-7 同相分弁別比

2-8 同相許容電圧

2-9 差動許容入 力
電 圧

2-1 0  ド リ フ 卜

2-11 雑 音

2-12 出 力

2-13 外 形 寸 法

1 チ ャ ンネル 1 ユニ ッ ト

各ユニット毎に電源内蔵

・入力形式 フロ ーティング入力

片線接地入力も可能

・入カイン ピ ー ダンス

・設定利得

ほぼ5MQ+5MO

1 0 0 0, 5 0 0, 2 0 0, 1 0 0, 5 0, 2 0, 1 0, 

5, 2, 1, OFF ステップ切換

•利得精度 士0.1 % 

•利得安定度 士0.01 ％／℃

．微調整 各利得間連続可変可能

フルスケ ー ルの士 0.05 %

0~5KHz +s%, -1 0% 

最大位相平坦形3ボ ー ル低域通過フィルタ

0~lOHz,0~lOOHz,O~lKHz, W i de Band の4ス

ー 。

フ
ー

ッフ

LPFの特性：しゃ断周波数において 一3dB士l dB 以内

信号源イソピ ー ダンス 1kQ不平衡の時

50~60Hz において120dB

直流において 1 50dB

300VDC または300VAC ピ ー ク値

40V(DC または AC)

2µV／℃入力換算＋5 00µv／℃出力換算

30µVp-p入力換算十5mVp-p 出力換算

出 力 電 圧 士lOV

出 力 電 流 士lOOmA

出カインピー ダ‘ノス 0.10十直列200µH

出 力容量負荷 0.5 µ F 

幅51 X 高さ 1 92X奥行35 0（皿皿）
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3. 取 扱 い 方

3 - 1 各操作部分の説明

本項は、 6L71 を動作させるのに必要な各操作部分について説明します。

3 - 1 - 1 表パネ ル

3 - 1図を参照して下さい。

⑮ 利得切換器(GAIN)

このスイッチによって利得は1倍から1000倍の10段に切換えられます。

OFFの位置では増幅器入力側は接地され、信号側は開放になります。この

スイッチで設定された利得は応◎がCALIBRATED側にある時 、表示値

の士0.1％の正確さです。

◎ CALIBRATED-VARIABL E 切換器

このスイッチは利得を連続可変にする時のため設けられたものです。

"CALIBRATED"側に倒すと阿りによって設定された利得になり、

"VARIABLE"側に倒すと更うの可変抵抗器によって 、設定されている

利得からその2. 5倍まで利得を連続可変できます。この可変抵抗器がどの

位置までまわっていても、このスイッチを"CALIBRATED"側へ倒す

と厄りによって設定されている利得になります。

⑮ 利得可変用可変抵抗器(VARIABLE)

利得を連続可変にするためのものです。これを時計方向いっぱいに回すと

⑮によって設定されている利得のほぼ 2. 5 倍までになり、反時計いっぱ

いでほぼ設定されている利得になります。

◎ 利得可変用可変抵抗器固定用ツマミ

これは、◎によって連続可変した位置を固定するためのものです。 時

計方向へ回すことにより厄陵は固定され、反時計方向へ回すことにより、

⑲は所定の位置に動かすことができます。
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◎ 零位置微調用可変抵抗器(ZEROTRIM)

これは、 出力を零位置にするための可変抵抗器です。左右いっばいに回す

ことにより出力でほぼ士1 OmV変化します。時計方向へ回すことによりプ

ラス側へ、反時計方向へ回すことによってマイナス側へ、出力が変化 します。

付属のツマミドライバ ー で操作して下さい。

⑮ 帯域幅切換器（BAND WIDTH)

内蔵のアクティブフィルタ ー のカットオフ周波数の切換器です。 これを 測

定に必要な帯域幅に設定することにより雑音の少ない測定ができます。

（フィルターが不要の場合は、 WIDE BANDに合せて下さい。 ）

3-1-2 裏 パ ネ ル

3 -1図を参照 して下さい。

⑭ 入カコネクタ ー

付属の入カケ ーブルを ここに接続します。 ヶ ーブルの先端を信号へ接続し

ます。

コネクタ ー ピンの接続は3-1-4図を参照して下さい。

◎ 出カコネクタ ー

付属の出カケ ーブルをこ こに接続し、 ケ ーブルの先端を負荷に接続します。

コネクタ ー ピンの接続は3-1 -4図を参照して下さい。
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り 電源コネクタ ー (AClOOV)

付属の電源ケ ー ブルをここに接続しますo ケ ー プル先端のプラグはAC

lOOV電源に接続します。

（本器を多素子で又は他の「 6L 、ンリ ー ズ」の機器と組合せて使用する時

これらが一緒に組立てられており、 底部A C端子が連結されている場合 は

電源ケ ー ブルはコネクタ ー キャ ップがついていないュニッ トに 1 本だ け接続

して下さい0)

コネクタ ー ピンの 接続は 3 - 1 - 4 図を参照して下さい。

◎ 電源スイッチ（ POWER ON-OFF)

AClOOVの ON-OFF ス イッチです。

◎ ヒュ ー ズ（0.5 A)

電源のAC1 0 OV側に入っているヒュ ー ズです。

ヒュ ー ズ はミゼット筒形 0.5 A (5 <p X 2 0 £)でホルダーの頭を反時計方向

に回すと取りだせます。

3-1-3 底 部

3 - 1 - 3 図を参照して下さい 。

⑭ AClOOV連結用端子

多素子で 使用する時のAC 1 0 OVの 連結用端子です。

各素子の この端子を連結用プリソト 板で接続します。 これにより 1 本 の電

瀕ケ ー ブルで全素子 に電源が供給されます。 この状態で は絶対に電源ケ ー

プルを2本接続しては いけ ません。

連結用プリント板はこの端子に2.3 </>のネジでとめます。

3-1-4 付属ケ ー プル

⑪ 入カケ ー ブル

信号源と増幅器 の間を接続するための ケ ー ブルです。

形状および接続を3-1-4図(a)に示します。
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◎ 出ヵヶ ー ブル

本器の出力を負荷に接続せるためのケ ー プルです。

形状および接続を3 -1 - 4図(b)に示します。

⑬ 電源ヶ ー ブル
`―‘ 

本器にAClOOVを供給するためのケ ー ブルです。

3 - 1 -4 図(c)に形状および接続を示します。
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3-1 -3図
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3-1-4図

(a) 入カケ ー プル

コネクク ー ピン ケ ー プル

K(＋入力） 赤芯線

M( 一入力） 白芯線心J,N,G,F,E, 

B ロ→ティ
ラ
ン

イ
ク側

ン
I 黒芯線

ov 

IHCO (ガード） Iジ ールド

(b) 出カケ ー プル

赤芯線

白芯線

黒芯線

ジ ー ルド
（ガ ー ドシ ールド ）

ロ
白芯線

ジ ールド

｀ 
コネクタ ー ピン ケ ー プル

1 (出力） 白 芯 線

2, 3 (コモン） シ ールド

(c) 電源ケ ー プル

口

コネクタ ー ピン Iケ ー プル

1, 2 (AC 1 O OV) I 2P プラグ

-1 1 -



3-2 操 作 方 法

3 -2 -1 操 作 順 序

(1) 付属ケ ー ブル、ま たはコネクタ ーを接続する前に 電源スイッチ忌りをOFF

にし、利得切換器を）をOFFにしておきます。

(2) 次に各ケ ー ブルを接続します。

(3) 電源スイッチをONにします。これで本器はただちに動作しますが、安定な

測定を行うためには充分に予熱してから行なって下さい。
＾ 

(4) 正確な零調整が必要な場合は定りで合せます。

(5) 測定に必要な利得に厄）で合せますo利得レンジ間の利得にし たい場合は

◎をVARIABLEに倒し厄⑳で所要の利得に合せます。

(6)＠帯域幅切換器を測定に必要な帯域に合せます。

これで雑音の少ない測定ができます。

以上で測定のできる状態になったわけです。

注意：信号源の接続を変える時は必ず利得切換器厄りをOFFにして行なって下さ

い。

負荷をつなぎかえる時はできるだけ電源スイッチ返りをOFFにして行なっ

て下さい。
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3 -2- 1図

(1) 非接地アンバランス信号瀕

線

線

芯

芯

赤

白

三ーーー
1

ー

：
入

1ーーーーー
1ーーーL

L
 

-------
/ ‘ 
I 

「→

I I 

ツ ー ルド

注） ： 信 号源の①端子が②端子よりプラスになっ

ている時、この図の接続をするとプラス出

力を得られます（入出力同相）o白芯線を

①、赤芯線を②に接続するとマイナス出力

が得られます（入出力逆相）。

但し、入出力逆相にした場合雑音、CMR

が悪くなる場合がありますのでできるかぎ

り入出力同相で使用して下さい。

(2) 接地アンバランス信号源

〖

一ー『ーーーーーー
一

一
↓
ぅ
◎

―

―

Lーーーー
1

1ー1__

□----

(3) 非接地バランス信号源

1- - - - - - - - -. 

I 
I 

I 

1 勾｀
I

,. � ―-----

I �t.f" 1 I
I 

l□□ 
ヽ ノ`― 

ツ ー ルド
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3-2-2 信号源との接続方法

より正確な雑音の少ない測定を行なうためには 入力回路の接続が非常に重要で

す。

入力の接続は下記の注意事項をまもって行な って下さい。

(1) 信号源の形と入力の接続

信号源の形としては だいたい 3-2 - 1図のものが考えられます。

各々の形に対して図のごとく接続して下さい。

実際の信号と接続する時は特にシ ー ルド（ガ ー ド）の接続に注意し 、 芯線の

裸になる部分をできるだけ短かく、 シ ー ルドをできるだけ信号源の近くまで

もっていって下さい。

3- 3 他の機器との組合せ

3- 3 -1 入力 に接続される機器との組合せ

(1) 各種のトランスジュ ー サ ー 類

これらには信号瀕として色々のタイプのものが考えられますが、 3- 3 -3

項に述べたタイプ に含まれると考えられますo 接続の注意をま もって下さい。

(2) 歪測定用として使用する場合

この場合のため当社「 6L 、ンリ ー ズ」に歪測定用アダプタ ー 1701が用意さ

れております。

1701を使用されますとゲ ー ジファクタ ー 2 として

1 アクティブゲ ー ジ法 1.2 5 µV/1 µ ストレン

2 アクティブゲ ー ジ法 2.5 µV/1 µストレソ

4 アクティブゲ ー ジ法 5 µV/1µストレンの

出力が得られます。

XlOOOで使用すると

1 アクティブゲ ー ジ法 1.2 5mV/1 µストレン

2 アクティブゲ ー ジ法 2.5 mV/1µストレン

4 アクティブゲ ー ジ法 5 mV/1 µストレンの

出力が得られます。

- 1 4-



当社「6 Lシリ ー ズ」の電磁オッシログラフ接続器5204,5205と、 当

社の直記式電磁オッシログラフFRと組合わせ ますと、 1アクティブゲ ー ジ

法虚／200µストレンの感度が得られます。

(3) 直流重畳電圧の打消し

熱電対による温度 測定の場合等、信号 がある直流電圧の微 少な部分の変化で

その変化分を拡大して観測したい 時、信号の直流分を必要なだけ、入力回路

で打消して、測定すればそ れができることに なります。

打消しの方法としてはいくつか考えられますが、 どの方法にせよ注意を要す

るの は打消しに用いる電源の雑音とドリフトで す。

方法とし ては

印 信号に 直列に 電瀕を挿入する。

「 ― ----
l

E i i `屈 DO
I

| _j_ l 
I - |

I I 
l_----..J 

信号がElで直流分ED cと微少変化分eiからなっており、 e iだけを利得

A倍に増幅して測定したい時、EDOと同電圧で逆極性のE旧oを入力に直

列に挿入すれば増幅器入力 の①ー②間の入力電圧は、

E i + (-E 1D o) = (Eno十ei)+(-EI
Do)=ei

. •. l EDo l = l EI
Do l 

Eou t=AEiとなります。

E旧o としては内部抵抗が小 さく、雑音、電圧変動が充分に 小さい必要が

あります。こ れらもまた接地されて い ない必要があります。

（口） 同相に電圧を加える。

Ei 

』］匝 DC

-15-
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この場合

Eout = el-e2 と なります。

し たがって Eout =〔 (e i十恥o)-(E伍。）〕 A=e iA

:. l Enc l = l EID o l 

で恥o を打消 すこ とができます。

この方法では信号瀕 Eiが接地されている時しか利用できません。 また

Eiが本器の同相許容入力電圧以下でしか利用できません。 E缶oは接地

されているものでも 使用できますが他の条件は(1)の場合と同じです。

注意（1) 打消し電圧 に含まれる雑音 は増幅器の 利得だけ増幅されて出力に

現われます。

一例として打消し電振E缶oから発生する雑音が10 0 µ Vで、 A

=1000である場合を考えると EIDoの雑音による出力 は

1 0 0 µ VX 1 0 0 O= 0.1 Vになります。

通常、 市販されている標 準電圧発生器 は帯域中l OKCぐらいで観

測します と数lOµVの雑音を含みます。

このままE伍oとして使用すると相当大きな雑音瀕に なりますoし

たがって大き い分圧比の分圧 で用いるか、 また は水銀電池等をご

使用下さい。

注意(2) 3-4-1 (2)項の方法は 一般にCMRによる打消し電圧の誤差を生

じますが、 本器の場合通常無視できます。

注意（3) 打消した 電圧を 正確に知りた い 場合は E勺oを正確な電圧計で読み

と って下さいo E1

Do として標準電圧発生器を分圧して用いる場合

はその出力電圧 と 分圧比 分から計算して下さい。

3-3-2 出力に接続される場合

出力に接続されるものと して、 電磁オッシログラフ、 デ ー タ ーレコ ー ダ ー 、 デ

ータ ー 処理 ‘ンステム、 増幅器付インク書きレコ ー ダ ー 、 ブラウソ管オッシログラ

フ、 自動平衡形記録計、 電圧計等が考え られます。

いずれの場合も 本器の仕様を越える出力を取り 出さないよう注意して下さい。
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又、 出カヶ ー ブルのコモン（シ ー ルド線）は、 なるべく短くして使用し、 必ず付

属ケ ー ブルを使 用 して下さい。

負荷側の入カヶ ー ブルを用いますと、 3 OKHz周期に現われるスパイク状ノイズ

が仕様 5mVp-p以上になる場合があります。

(1) 電圧入力の機器

シー ルドの長さ¢をなるべ

く短 かくして用いる。

£ � 1 o mmで使用すれば仕

用 (5mVp-p)よりかなり

スパイク状ノイズは 小さく

すること ができます。

上に述べた機器は電磁オッシログラフを除いて電圧感度ですので、 そのまま

接続できますが、 但 しそれらの機器の入力電圧レベルを考慮して下さい。

本器の出力電圧は 士 lOVでずからそれぞれの機器の入カレベルになるように

本器の出力を分圧してお使い下さい。分圧比が大きすぎると その機器のフルス

ケ ー ルの出力 が得られなくなり 、 分圧比が小さ すぎると 等価的に感度が大きく

なり、 大きくなっ た分だけ雑音やドリフトが多くなります。

例） フルスケ ー ル入力が士 1 Vの機器を本器の負荷とする時は1/10に分圧し

ます。これ によって本器の士1 ovの出力が士1 Vになって負荷に供給さ れ

ます。 この状態が標準の使用法ですo雑音やドリフトが大きくとも感度を

必要とする場合は、 本器の出力を直結してかまいませんが、雑音やドリフ

トはこの例 の場合で1 0倍に増加します。

注意（1) 分圧して用いる時は、 利得（感度）精度を維持するためには安定度の高い

抵抗（金属皮膜抵抗 、巻線抵抗等）で正確に分圧して下さい o分圧用全抵

抗値は、 できるだけ1 kQ以上にして下さい。（但し 、 負荷と なる機器の

入力抵抗を考慮して下さい。 ）

注意（2) 機器自体に利得（感度）切換器を有する時は、 分圧でなく、 それで l O V

フルスケ ー ル前後の感度に合わせてください。
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(2) 電磁オッシログラフとの接続

負荷に 電磁オッシログラフを使用する場合は、ガルバノメ ー タの種類により

電流感度が異なりますので、出力回路に直列抵抗に挿入して電流を調整します。

当社製の電磁オッシロ グラフの振れは、3-4 - 2表の様になります。振れを

大きくする場合には、抵抗値を小さく、振れを小さくする場合には抵抗値を大

きくすれば良いが、前者では記録紙上のスケ ー ルが等価的に拡大されることに

なり、雑音や基線の漂動が多くなります。

当社製の電磁オッシログラフを使用する時は、 「6 Lシリ ー ズ」の電磁オッシ

ログラフ接続器5204(5205)を 併用するのが便利です。

3 - 3 -1表に6L71 と5204(5205)とを併用する時 の感度（入力電圧対

記録のフレ）を示します。

電磁オッシログラフを使用する場合 の電流調整用抵抗Rの計算方法は、下式の

様になります。

R
 

増幅器
出力E 。

゜ ］ 
R:電流調整用抵抗

恥：ダンピング抵抗

Re:コイル抵抗

ガルバノメ ー タの電流感度 をS疇／mAとして増幅器の出力電圧恥でs 1
叩m振ら

せたい時は、下式で、Rの値を計算して下さい。

lOOOE 。 ReR<l 

R=

翌(1十�)S Rd 
Re +Rd 

.................. ......... ... ···(1) 

当社6L 71増幅器の場合、E 。 = 10(V)での感度に合わせますから

R(O) =
Sl / ... , Re ー(1+--)S Rd 

1000 RcRd 

Re + R<l 

・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. (2)

となります。
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当社製ガルバノメ ー タの感度一 覧表を3- 3 - 2表に示します。

ガルバノメ ータとの組合せ 出力電圧 (V 。)lOV のときの記録紙上
の光点の 振 幅

ガルバノメ ー タ R〔〇〕
ビジグラフ ーF ビジグラフ ー P

（光学長 30CM) （光学長1 OCM)

3 3 0 1 （※） 2 0K 約 4 1 mm/ 1 o V 約 1 4疇／l O V

3 3 0 2 億） 5K 約 5 7 mm/ 1 O V 約 1 9mm/ 1 o V 

3 3 0 3 （※） lK 約 4 smm/ 1 o V 約 1 5mm/ 1 o V 

3 3 0 4 （※） 5 0 0 約 3 o mm/ 1 o V 約 1 omm/ 1 o v

3 3 0 5 (※) 2 0 0 約 2 2mm/ 1 o V 約 7mm/ 1 o V 

3 3 0 6 （※） 2 0 0 約 1 omm/ 1 o V 約 3mm/ 1 o V 

3 3 0 7 （※） 1 0 0 K 約 7 6 mm/ 1 o V 約 2 smm/ 1 o v

3 3 1 1 （※） 1 0 0 K 約 6 8mm/ 1 O V 約 2 3mm/ 1 O V 

3 3 1 2 （※） 1 0 K 約 5 4疇／1 O V 約 1 smm/ 1 o v

3 3 1 3 （※） 2K 約 5 3mm/ 1 o V 約 1 8mm/ 1 o V 

3 - 3 - 1表

V。 一i

※電磁制動タイプのガルバノメ ー クはその適正制動抵抗値に合わせた場合

油制動タイプのガルバノメ ー タの制動抵抗値は無限大に合わせた場 合の振幅

（当社ガルバノメ ータの取扱い説明書参照）
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4. 動 作 原 理

4 - 1 ブ ロックダイアグラム

4 - 1図に本器のブロックダイアグラムを示し、これに従って動作の概要を説明しま

す。

入力から加えられた信号は、利得切換器厄）を通ってボルテ ー ジフォロワ形の差動増

幅器に加えられます。この増幅器は厄）の設定利得1~20 の間は利得1倍として働き

50~100の間は利得5 0倍として動作 します。

この増幅器を通った信号は、足）で定められた分圧回路(1~1/20)で分圧され、利得

4 倍の増幅器を通りV ARIABLE-C AL用の緩衡増幅器に加えられます。ここを通っ

た信号は30KHzのタイミソグで変調され、 トランスを通って復調器 に加えられます。

復調された信号は利得5倍の増幅器を通り、ロ ー パス フィルタ 回路を通って 出力増幅器

に加えられます。

電源は、AClOOV専用でパワー スイッチを通って電源 トランス T204、T20 5に並列

に供給されます。

T20 5からは、士15 Vの定電圧電源を通り、最終段の出力増幅器へ供給され、T204

は 復調回路以後の最終段を除く各回路へ供給する士15V定電圧電源 、および変、復調用

発振器へ供給する＋15V定電圧電源 用のトランスとなっています。

また、T204の2次側を通ったACは、 T203を介して士15V定電圧電源をつくりフ

ロ ー ティング側の各回路に供給しています。
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4 - 2 入 力 回 路

4 - 2 図 (a)に、 入力回路のブロックダイアグラムを示します。

入力信号は、 厄）で設定された利得にし たがって入力増幅器に加えられます。こ の増

幅器に加えられます。 こ の増幅器の利得は1~20倍の時は1倍となり、50~1000 倍

の時には50倍 となります。(@) C接点）

⑲ OFFの時は、入力増幅器の入力は零となり、信号源側は開放となります。

a 、 b接点はノンショ ー ティング切換ですので信号源を保護します。

c接点では、 入力増幅器の利得を切り換えて d接点の分圧器に供給しています。

d 接点では、 足）で定められた値に分括する こ とにより、全体の利得を決めています。

4 -2表に示します。

Fl 入力増幅器 ATT 4倍Amp 入力回路全体
OFF OFF 1/20 4 OFF 

1 1 1/2 0 4 0.2 
2 1 1/10 4 0.4 
5 1 1/4 4 1 

1 0 1 1/2 4 2 
20 1 1 4 4 
5 0 50 1/2 0 4 10 

1 0 0 50 1/10 4 20 
200 50 1/5 4 40 
500 5 0 1/2 4 1 0 0 

1000 50 1 4 2 0 0 

4-2表 入力回路利得設定表
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一
ー

ここで、 各段の増幅回路は基本的に4 - 2図(b)の通りです。

゜

F3 

eO 

Rl 

R2 

4 - 2図(b) ボルテ ー ジフォロワ形負帰還
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増幅器の利得は (1)式で決まります。

e 。

e1 

AC 

1 1 
1十〔AC+ { (Rs ＋恥）AC＋凡｝〕A。 Ri

A C= 
R1 + R2 

R3 

ふ＝開ル ー プゲイン

Ri＝開ル ー プ時の入カイソピー ダンス

R s＝信号源インピーダ ヽノス

... ............... ... ..,(1) 

1倍の増幅器では、恥一江心と した時に実現されます。本器の場合A。 は 140dB 、 R i

2MD (いずれも標準値）です。4倍および5倍の増幅器もほぼ同様です。

又、入カインピー ダンスは (2)式で与えられます。

Zin = Ri(1＋舟）＋恥十
Rl

R立 .............................,..,(2) 

実際は、OFFSET補正用の抵抗が入力に並列に挿入されておりますので、 本器の入力

イソピー ダンスはこの抵抗で決められ、約 5MO となってお り、さ らに差動構成の為

5M0+5MO となります。

又、並列容量の表示がなされてい る のはA。が、 ほぼ 6dB/oc tで降下しているためでこ

れは 1次の RC 回路に近似され ることになるからで す。

4-3 アイソレ ー ション回路

本器のアイソレ ー ションは、4 - 1図ブロックダイアグラムに示した、GUARDによ

って示されますo 即ち 、 入力信号は T201、 T202、 T203 の3 個のトランスによっ

て完全に出力側と切りはなされています。このトランスは絶縁が良く、 1次2次間およ

び1 次ケ ー ス間 の容量のきわめて小さいものを使用し、高い同相分弁別比を得ています。

T201 は信号を伝送するためのトランス 。 T20 2は変、復調器を動作させるためのト

ラ ソスで、 T203 は入力回路（フロ ー ティング側）に電源を供給するためのトラ ‘ノスで

す。 -25-



T201 、 T20 2、 T203の耐圧で本器の同相許容電圧は定まり、 300Vの仕様を得てお

ります。

4-4 変、復調回路

4-4図(a)に基本回路、 4-4図(b)に説明図を示します。

4 -4図（a) 変、 復調基本回路

eM 

ei 

/

―

\ 2 ー

2

二 eD

2

4 -4図(b) 変、 復調基本回路

変調回路と復調回路は対称ですので、変調回路のみ説明します。

4 -4図(a)に示したQ 1 , Q 2で4-4図(b)のスイッチaを構成し、 Q 3 , Q 4 でスイッチb

を構成します。
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このトランジスタは、 4-4図(a) に示すように、コレクタを基準に、ベースをスイソグ

させコレクタ、 ニ ミッタ間を開閉します。これはとりもなおさず逆接続のスイ ッ チング

であり、順接続に比して特に、ON時に良好な特 性が得られます。

スイ ッ チa、b、 C 、dはT202で同期され、それぞれ30KHzで接点1、2を往復し

ますo入力信号 e iは変調されて eM のようになり、 T201を通っ て e D となります。

T201を通過する信号レベルは約士2Vです。

4 -5 出 力 回 路

4 - 5図に復調後の回路の ブロックダイアグラムを示します。

BANDWIDTH F6 

＼ 
X 1 

ZEROTRIM I F5 

4 - 5図 出力回路ブ ロックダイアグラム

復調された信号は、5倍の増幅器に加えら れここで利得は、 @で設定された値になり

ます。（表4-2参照）

次に、1倍のフィルク増幅器に加えられます。このフィルタは、3 poleの振幅平坦形

ローパスフィルタ で、復調された信号に重量されている3OKHz性分のリップルと高周

波の雑音を除去します。

ここを通った信号は、 厄§で設 定される位相平坦形のフィルタ回路に加えら れ、さらに

終段の回路に加えられます。

最終段の1倍の増幅器は、局部帰還がされていて、容量負荷に対して安定な回路になっ

ています。
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4 - 6 信号および電源系統図

4 - 6 図に信号および電源系統図を示します。

|------―-―-—-ゴ コモン

| l― - - - - - - - - - - - - - - - - -1 
| 

l ： ガ ー ドシ ールド l |

。二—--{||i T201

0- - T
― 7 I 

！ iここ一ロ
|__―二三ニ

ー

ニニ二」 T202
T203 

筐 体

4 - 6 図

T204 

一

電瀕は、出力の雑音低減のために T204と T2 O 5 を分けてあります。

又、筐体はコモンからフロ ー ティソグされています。

このため、高いCMRと低雑音が可能となります。

4-7 標準的な直線性の値

T2().5 

--

本器は、変、復調回路を内蔵しているため、直結形増幅器に比して直線性はやや劣り

ます。

4 -7 図に標準的な直線性のグラフを示します。
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直線性誤差(ff,)

0.05 

出力N

o.o 5

4-7図 TYPCAL L1 UNEARITY PLOT

4 -7図からも明らかなように、 なるべくフルスケ ー ル近くで使用するように利得を設

定しますと、 誤差の少ない測定ができます。
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5. 保 守

本器は厳選された部品の使用および厳密な検査を経て、皆様にお届け しておりますので信頼度

の高い ものだと信じております。

しかし部品の自然不良、または劣化による性態の低下、故障または結線の不良によ る異常な動作

は避け られない ことです。この項は、本器が 正常な動作をしているかどうかを判断するための簡

単なチェック法と動作が異常な時の簡単な原因発見法につい て述べます。

5 -1 オフセット調整

1) 本器を使用するにあたって日常チェックするのは、出力のゼロオフセ ットだけで充

分です。

2) この調整は本器を充分ヒ ートランしてから、使用する利得のレンジにして行ない ま

す。

入カケ ー プル先端の白芯線、黒芯線、シールド全部を短絡し、出力をオッシロスコ

ー プ（またはミリボルトメ ー タ）で観測し、表パネルの ZERO TRIMでゼロにな

るように合わせます。

5-2 動作チェック

このチェックは、本器が電気的性能をすべ て満しているかどうかをテストするのでは

なく、動作に異常がない か簡単にチェックするためのテストです。

しかし、このテストで異常がなければ、だい たい仕様を満足していると推定できます。

このチェックにはわずかですが、測定器が必要です。

① 低周波発振器（20Hz~lOKHz程度のもの）

② 分圧器またはアッテネ ー タ

® オッシロスコ ー プ（直流から観測のできる最大感度1 OmV/div程度のもの）

5 - 2 - 1 利 得

5 - 2 - 1 図の結線を行ない 、下記の手順にしたがってチェックします。

1) 6L7 1 は、 ◎をOFF、 ◎を CALIBRATED 、 厄りをWIDE

BAND に合わせ ておきます。

2) 発振器を lOOHzの正弦波にし、出力をい っぱいにしぼっておきます。
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3) スイッチを ＂ 1 II に倒し、オッシロスコープで発振器の 出力を 20Vp-pに

合わせます。 それからスイッチを ＂ 2 II に倒します。

4) 分圧器またはアッテネ ー タを利得の逆数の分圧または減衰比にし、 足》 を

切換え、各々の利得で出力が20Vp-pになることを確認します。

例：利得 5の時は、 1/5分圧 ー14dB 減衰

50 の時は、 1/5 0 分圧 ー34 dB 減衰

1 0 00 の時は、 1/1000 分圧 ー60dB 減衰で行ないます。

ー

20 

ー

発振器

ロ

分圧器（アッテネ ー ク）

プラウン管
オッ シロスコ ー プ

IIIII 

5 -2 -1 図

5 -2 -2 周波数特性

5 -2 -1 図の同じセットで 5- 2 -1項利得と 同様な手順で行ないますo 周

波数は、 20Hz~1 OKHz変化させて、ほぼ仕様の周波数特性 に入っているか確

認します。

このチェックと同様に⑤うのBAND WIDTHを切換えて、内蔵のローパスフ

ィルタ の特性をチェックします。

1 OKHz～以上で直流のシフトをおこすのは、本器の slew 1 i mmi tのためで異

常ではありません。 (5KHz以下でこの現象を生ずるのは異常で、再調整が必要

です。）
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5-2-3 同相分弁別比 (CMR )

5 - 2 - 3 図の結線を行ない下記チェックを行ないます。

1) 6 L 7 1 の◎を OFF 、 ◎をCALI BRA TED 、 厄りをWIDE

B AND に合わせます。

2) 6L71 の⑮利得を 10 0 0 にし、オッシロスコ ー プで出力を観測します。

同相入力に AC100V(283Vp-p)が印加されている場合、出力が 283

mVp-p以下であれば正常です。

CMRR = 

5 - 3 故障発見法

OUT 

CMVXGAIN 

283Xl o-a 

2 83Xl000 

-120dB

5-2-3 図

283mVp-下

プラウン管
オッツロスコ ー プ

本器を使用していて動作に異常が生じた場合、それらの原因をつきとめる必要があり

ます o 原因をつきとめる際に目視あるいは簡単な計器で判断でき、手直しのできるもの

と、多種の計器を必要とし当社サ ー ビス課あるいは工場引取り修理を要するものがあり

ます。

簡単なチェック法を5- 3表に示します。故障をおこした際は、故障の状況、現象、あ
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るいは個所をなるべく詳しく、当社サ ー ビス課にお知らせいただければより正確に修理

できます。

5 - 3表

現 象 予想される故障個所 故障個所発見法 処 置
ヽ

出力が全然でない ①電源ヶ ー ブルの断線lテスタ ー で導通チェック I 手直しする。

①ZEROTRIMにも入 又は接続不良

力にも 応じない。 ②ヒュ ーズ の断線

③出カケ ー ブルの断線

又は接続不良

④6L71内部で配線断 1 上記以外の楊合当社にご連絡ください。

線

” 

” 

” 

” 

②ZEROTRIMには応 ①入カヶ ー ブルの短絡 テスタ ーで入カケ ー ブ I 手直しする。

ずるが、入力に応じ ル赤芯線、白芯線が短

ない。 絡していないかチェッ

クする。

②接続ミス 信号瀕との接続にミスl手直しする。

がないかチェック

出力がプラスかマイナ ①入カヶ ーブルの接続 テスタ ーで導通チェッ I 手直しする。

スかどちらかに片ブレ 不良または断線 ク。信号源の接続チェ

する。 ック。

②6L71内部の配線断 I 上記以外の楊合当社にご連絡ください。

線

®増幅回路の故障

出力が小さい ①出力電流をとりすぎ 過負荷になっているか I 手直しする。

ている。 負荷を調べる。

1000以上であること。

②A C電瀕電圧が低い1テスタ ー でライン電圧 ライン電圧をAClOO

をあたる。 V士10％以内にする。

AC90V以上必要。
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現 象 予想される故障個所 故障個所発見法 処 置

®増幅回路、電源回路 上記以外の場合当社にご連絡ください。
の故障

雑音が大きい
① 50Hz または 6OHz ①入力結線不良 入力結線のチェック。 手直しする。

成分の雑音が大きい 接続は3-3-3項を
参照。

②近くに強い電界、磁 それらの機器から 設置場所を変える。
界を発生する機器が 6L71 をはなしてみそ

ある。

②lOOHz または120 ① A C電源電圧が低い テスタ ーで電圧をチェ 電源電圧 AClOOV士
Hz 成分の雑音がで ック 1 0％以内にする。
る。 ②内部電源回路の破損 上記以外の場合当社にご連絡ください。

®ランダムな雑音が大 ①入カヶ ー ブルまたは 結線を確認します。 手直しをする。
きい時 入カケ ー ブルと信号

源との接触不良
②増幅器内部の故障 上記以外の場合当社にご連絡ください。

発振している時 ①負荷に大きな容量が 負荷を接続した状態と 容量負荷として 0.5µF

接続されている。 負荷をはずした状態で 以下になるようにする
出力をオッシロスコ ー

プで観測する。

②増幅器内部回路の故 上記以外の場合当社にご連絡ください。

障

同相分弁別比 (_CMR) ①入力結線不良 3 -2 -2 項を参照し 手直しする。
が低い時 入力結線をチェック

②増幅器内部回路故障 上記以外の場合当社にご連絡ください。

GAINが狂っている場 ①€うがVARIABLE CALIBLATED 側にも
ムロ 側に倒れていないか どす。

-3 4-



現 象 予想される故障個所 故障個所発見法 処 置

②湿度の高いところに 乾燥した場所で乾かす

放罷され、増幅器内 （熱を加えたり、 熱風

部プリント基板に水 を送ることは避けてく

滴が付着した場合。 ださい。

③増幅器内部の故障 上記以外の場合当社にご連絡ください。

周波数特性がおかしい ①負荷が容量性の場合 負荷をはずしてオッシ ある程度避けられませ

ロスコ ー プで観測する んo場合によっては当

社にご連絡ください。

②信号源インピーダ ン イソピーダンスを小さ

スが高すぎる場合 くできる場合は小さく

してみ る。

③本器の仕様をこえた 利得を下げ、 出力をし 出力を適正にする。

出力をとっている場 ぼって みる。

ム口

④増幅器内部の故障 上記以外の場合当社へ
I
ご連絡ください。

6 L 7 1 

チャ ソネル数 製品番号 Wmax WC WT Hmax 恥ax L 

1 7301-1 142 50 205 392 3 5 3 

2 7301-2 142 1 0 1 9 6 242 392 3 5 3 

3 7301-3 246 1 5 2 1 4 7 242 392 353 

4 7301-4 246 203 1 9 8 242 392 3 5 3 

5 7 3 0 1 -5 297 254 249 242 392 353 

6 7 3 0 1-6 348 3 0 5 300 242 3 9 2 3 5 3 

7 ~ 8 7401 4 57 405 420 2 1 4 392 3 7 0 

-3 5 -






